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＜連絡事項＞

・本日、第3回法人研修（ビデオ研修）開催。
・電子カルテ院内発表会を下記日程で実施予定。参加対象者は全スタッフ。

日時：7月18日（火）　17：20～18：20

場所：メモリアルホール

＜患者様連絡事項＞

・山本　眞規子様～本人より食事形態変更希望あり。今日昼から粥・キザミ・副食のみトロミへ変更となる。

・三浦　久司様～7/7措置解除の方向で進めている。それに伴い7/6　10:00保健所が本人へ説明の為来院予定。PSWで対応するとのこと。

・本堂　秀夫様～排便-3日の為、センナリド2T　1×ｖｄｓ　1日分処方。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。妄想発言ないが、窓枠に座り外を眺めて過ごす。叫ぶ様子はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。本日より午前・午後2時間ずつの開放観察へ時間延長。お盆に執着して詰所に入ろうとすること見られるが、介入にて行動は止まっている。迷惑行為や奇声は目立たない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう、看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・藤井　孝蔵様～家族に対して、今後について相談の旨手紙を送付している。電話連絡がきた際には、主治医が面談したいため来院して頂きたいことを説明し、日程を調整する。日中離床して過ごしており、下肢の浮腫により臥床促すが拒否している。保清は拒否なく応じている。

・石井　すみ様～朝食時には覚醒状態不良有り、食事摂取は1/3程度。ご家族の面会があり、現在の状態について主治医から説明している。

・釜澤　亘様～今朝から微熱で経過しており、昼食後は体温37.0℃。食事は若干の嚥下不良あり1/5摂取。活気なさ見られている。伊藤Drへ報告し、点滴2本1日分、各3時間で滴下の指示受けている。

・小笠原　澄子様～バイタル異常なし。声掛けに疎通良好だが、嚥下不良見られ朝食不食・昼食は1/2摂取。日中離床促しているが、状態の傾きと流涎著明に見られている。

・池野　功一様～体温37.9℃～37.1℃で経過。食事はむせ込みなく、エンシュアリキッドも飲用出来ている。酸素飽和濃度低下なし。声掛けへの反応良好で、独語・奇異行動なし。

・桑原　幸一郎様～体温38.7℃～37.6℃、酸素飽和濃度の低下はなくクーリングで対応している。吸引にて黄色痰多量に除去している。活気なく、介入時以外は閉眼している。

・高橋　義明様～食事は朝食の菓子パンのみ摂取し他は拒否。エンシュアリキッドは拒否ないが、1/2程で飲み残している。食事に対して「美味しくないから食べません」と話す。

・佐々木　常夫様～本日お兄様来院され入院手続き施行。お兄様より金銭的なことや、入院により要求がエスカレートする傾向がある為、早期に退院させたいと希望聞かれている。タバコについては本人と話し合い、15本/日とし希望時に１本ずつ渡す事としている。

・根地戸　恵様～八戸赤十字病院受診し検査結果異常なし。次回は12/13　10：00検査予約。

＜深澤Dr　診察情報＞

・根地戸　恵　様～目立った問題行動はない。多弁さや多幸感が軽度あるのみ。外出泊訓練行い、自宅へ退院。退院日は7/16以降の予定。

・池野　功一　様～臨時薬同内容で14日分処方。便潜血検査、7/11採血の指示となる。

・百澤　豊子　様～点滴同内容で７日分継続。臨時薬同内容で14日分処方。エプリッチの摂取量少ない為、エンシュアリキッド1本/日で14
日分処方となる。

・船田　泰子　様～目立った不穏や興奮は無いが、他者への干渉行為と夫への不満を繰り返し、退院への焦りが強い。夫・娘との面談検討。

・桑原　幸一郎様～点滴７日分継続。本日より発熱あるため、セフトリアキソン2V＋生食100ml7日分処方。離床を促すようにとの指示あり。

・下村　慶子　様～臨時薬一部内容変更にて7日分処方。疼痛時の継続指示追加となる。本人より「目が乾いて痛い」との訴えあり、ヒアルロン酸点眼液1本処方となる。

・澤田　真理　様～臨時薬一部内容変更にて7日分処方となる。本人の気分転換のため、OT導入の指示あり。

・小笠原　澄子様～2～3日前に比べると疎通性や反応性は改善してきている。発熱や呼吸症状は目立たない。点滴同内容で3日分処方。臨時薬は内科薬のみ処方となっている。便潜血検査施行の指示あり。

・石井　すみ様～臨時薬同内容にて14日分処方。

・畠山　文男様～持参薬の漢方は中止、臨時薬同内容にて14日分処方。入院時検査終了後、西病棟へ移動予定。OT、リハプロ導入の指示あり。

・小舘　アツ子様～妄想に左右された発言なく経過している為、臨時薬リスペリドン1.5mg→0.5mgへ減量、他同内容にて14日分処方。

＜新入院患者様情報＞

氏名：五日市　正（いつかいち　ただし）様

　生年月日：昭和8年8月15日（83歳）

　　　性別：男性

　　主病名：脳血管性認知症疑い、アルコール依存症

　　　病棟：東病棟Ｃユニット

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：深澤Ｄｒ

（経過）

　元々、はらだクリニックにてアルコール依存、認知症疑いにて通院治療していた。7月3日階段を踏み外し、転倒し動けない状態をヘルパーに発見され、南部病院へ救急搬送された。同院にて明らかな骨折所見はなく、夜間にバルーン自己抜去することや、徘徊などの症状が認められ、当院へ転院依頼あり。家族と調整行い、平成29年7月5日11：00東病棟Cユニット5号室医療保護入院となる。　
　

※LTセットB①

＜新入院患者様情報2＞

　    氏名：山本　久美子（やまもと　くみこ）様

　生年月日：昭和51年2月9日（41歳）

　　　性別：女性

　　主病名：統合失調症

　　　病棟：東病棟Ａユニット

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ\

（経過）

　三沢市にて出生。高校卒業後は専門学校へ進学するも、中退している。今は独居だが、同じ敷地内に両親と弟夫婦が住んでいる。18歳時に統合失調症を発症。十和田中央病院や青森市民病院を経てH19.3.23より八戸赤十字病院へ通院。性的な妄想や連合弛緩見られていた。H28.8月よりリスパダールコンスタを導入していたが、本人より拒否強くH29.4月より中止し、内服へと変更していた。変更後一ヶ月ほど病状安定していたがH29.6月下旬より易怒性、幻聴、性的妄想が強くなり、家族へも暴言を吐くようになった。生活に支障が出ており、H29.7.5八戸赤十字病院受診。情動不安定、妄想幻聴が強く入院が必要な状況だが、八戸赤十字病院満床の為当院へ紹介。H29.7.5当院初診し、入院となる。

